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秋

主
要
経
歴

や

ま山

￥

ご

、，丿真

ゆ
云』噌之

ー

…
−

南

洋
群
島
占
領
の

推
進
者

　

秋
山
真
之
は

東
郷

隊
の

名

参
謀
と

し

て
、

バ

ル

チ

ッ

ク

艦
隊
を

全
滅
し

な

が
ら
味
方
の

捐
害
は

水
雷
艇
三

隻
と
い

う

世
界
海
戦
史
上

最

高
の

傑
作
で

あ
る

日

本
海
海
戦
の

作
戦
計

画
を
立
案
し
た

「

天
才
・

傑
物
・

哲
人
」

と

い

わ
れ
る

人
物
で

あ
る

。

　

秋
山
は

明
治
元

年
（

一

八
六
七
年
）

三

月

二

〇
日

に

愛
媛
県
松
山
市
に

生
ま

れ
、

明
治

二

三

年
に

は

海
軍
兵
学
校
（

一

七
期
）

を
首

席
で

卒
業
し
た

。

そ

の

後、

明
治
二

六

年
に

は

イ

ギ
リ

ス

で

建
造
さ
れ

た

当
時
の

最
新
鋭

巡
洋
艦
吉

野
を
航
海
士
と
し
て

日

本
に

回
航

し
た

が
、

日

清
戦
争
で

は

巡
洋
艦
筑
紫
の

航

海
士
と
し
て

参
戦
し

た
。

　

明
治
三

〇
年
六

月
に

ア

メ

リ

カ

に

留
学
を

命
ぜ
ら
れ
、

海
軍
大
学
校
に

入
学
す
る

予
定

で

あ
っ

た

が
、

外
国
人
留
学
生
を

受
け
入
れ

な
く

な
っ

た

た

め

マ

ハ

ン

大

佐
（

≧
穿
こ

、一．
7

ξ
萼

ζ
巴
冒

雪
）

に

師
事
す
る

こ

と
と

な
っ

た〔∪

ま

た
、

秋
山
は

米
西
戦
争
が

起
き
る

と

ア

メ

リ

カ

艦
隊
旗
艦
ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

に

乗
艦

丶−
へ

‘
丶

「
し

丶　　尸

し
、

観
戦
す
る

機
会
を

得
た
が

、

こ

の

間
に

秋
山
が

送
っ

た

観
戦
報
告
は

問
題
点
の

把
握

、

論
旨
の

展
開
法

、

戦
術
眼
の

深
さ

な

ど

海
軍

由・
央
部
を

感
嘆
さ
せ

た

と

い

う
。

　

帰
国
後
の

秋
山
は

海
軍
省
軍
務
局
員

、

常

備
艦
隊
参
謀
な

ど
を

経
て

、

海
軍
大
学
校
教

官
と

な
っ

た

が
、

明
治
三

六
年
に

は

連
合
艦

隊
作
戦
幕
僚
と
な

り
、

日

露
戦
争
で

は

東
郷

艦
隊
の

参
謀
と

し

て

参
戦
し
た．．

　

秋
山
の

参
謀
と
し
て

の

要
務
処
理
は

「

知

謀
沸
き
出
る
如
し
」

と
い

わ

れ
、

そ

の

報
告
や

指
示
は
一，
敵
艦
見
ユ

ト

ノ

警
報
二

接
シ

…

…
」 、

「

輿

国
ノ

興
廃
此
一

戦
ニ

ア

リ

…
…

」

、

「，
勝
ッ

テ

兜
ノ

緒
ヲ

締
メ

ヨ
一

な
ど

後
世
に

残
る

名

文
で

あ
っ

た
。

　
日

露
戦
争
以
後
の

主
要
な

経
歴
と

し

て

は

海
軍
大
学
校
教
官

、

明
治
四
「

年
に

秋
津
州

、

音
羽、

明
治
四
二

年
に

橋
立

、

四

三

年
に

出

雲
、

続
い

て

撰
吹
艦
長
な

ど
を

歴
任
し

、

明

治
四
四

年
三

月
に

は

第
一

艦
隊
参
謀
長

、

大

正一
兀

年
（

｝

九一

＝

年
）

一

二

月
に

は

軍
令

部
第
一

班
長
兼
海
軍
大

学
校
教
官
と

な

り
、

大
正
二

年
一

二

月
に

少
将
に

昇
任
す

る

と
、

そ

の

翌
年
に

は

海
軍
大
臣
八
代
六

郎
中
将
の

強
い

要
請
に

よ

り
軍
務
局
長
に

就
任
し

た
。

　

し
か

し
、

こ

の

間
に

中
国
革
命
に

深
入
り

す
る

な

ど
、

政
治
的
行
動
が

多
か
っ

た

た

め

加
藤
友
三

郎
中
将
が

海
相
と
な

る

と
、

大
正

五
年
二

月
か

ら
→

○
月
ま

で

欧
米
に

出
張
を

命
ぜ

ら
れ

、

帰
国
後
の

大
正
五

年
に

は

第
二

水
雷
戦
隊
司
令

菅
に

補
任
さ
れ
た

。

続
い

て

翌
年
七
月
に

は

将
官
会
議
議
員
と

し

て

第
一

線
を
追
わ
れ

、

一

二

月
に

は

中
将
に

昇
任
し

た

が

待
令
と

さ
れ
た

。

　
こ

の

よ

う

に

秋
山
に

は

名
参
謀

、

日

本
海

軍
の

戦
術
の

創
設
者
と
し

て

の
一

面
と

、

深

い

政
治
的
動
き
と

い

う
面
と

の

二

面
が

あ
る

が
、

特
に

中
国
問
題
で

は

陸
軍
参
謀
本
部
次

長
田

中
義
一

、

同
第
二

部
長
福
田

雅
太
郎
少

将
な
ど

と

密
接
で

、

「，
犬

塚
信
太

郎
、

小
池

張
造
等
と

謀
り
孫
文
を

助
け
て

第
二

第
三

革

命
を

起
こ

し
、

南
方
政
権
の

支
那
統
一

を
策

し
」

て

も
い

た
。

特
に

、

第
三

革
命
の

時
に

は

北
方
政
府
の

軍
艦
乗
っ

取
り
の

た
め

、

予

備
役
の

下
士
官
を

集
め

て

上
海
に

送
る

な

ど

孫
文
の

革
命
派
を

支
援
し
た．り

　
こ

の

よ
う

な
政
治
的
な
動
き
は

、

後
に

原

敬
に
一，
小
策
国
を
誤
る

挙
は

、

加
藤
外
相
時

代
に

も
属
僚
間
に

行
わ
れ

居
り
て

、

外
務
の

小
池

、

陸
軍
の

福
田

（
田

中
義
冖

の

指
揮
下

に
）

、

海
軍
の

秋
由
の

三

人

連
合
し

て

企
画

し

（

原
敬
日
誌
大
正
五
年
七
月
九
日
）

」

と

批
判
も
さ

れ

て
い

る
。

　
秋
山
が

支
那
派
遣
艦
隊
の

音
羽
艦
長
時
代

に

親
交
が

あ
っ

た

の

が
、

当
時
の

三

井
物
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

上
海
支
店
長
の

森
格
（

後
に

東
方
会
議
を
開
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

催
し

中
国
へ

の

強
硬
政
策
を
展
開
し

た

外
務
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

政
務
次
官
）

や
、

上

海
領
事
の

松
岡
洋

右
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（

後
に

日

独
伊
三

国
同
盟
を
締

結
し
た

外

務
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

大
臣
）

で

あ
っ

た

こ

と
を
考
え
る

と
、

秋
山
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

行
動
は

軍
人
と

し
て

の

限
界
を
超
え
た

も
肛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

の

が

あ
っ

た

の

で

あ
ろ
う

。

秋
由
の

更
迭
人
脱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

事
を
当
時
の

軍
令
部
員
八

角
三

郎
が
、

「．
流
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

N

石
は

加
藤
海
相
」

だ

と

称
賛
し
て

い

る

こ

と

か

ら
、

秋
山
の

政
治
活
動
が
引
退
を
早
め

た

の

か

も

し

れ
な

い
。

　
ま

た
、

秋
山
は

神
道
や

仏
教
（
日

蓮
宗
∀

な
ど
の

宗
教
に

も
関
心
を

持
っ

て

い

た

が
、

特
に

晩
年
は

大
本
教
と
か
な

り
深
い

関
係
を

も
つ

に

至
っ

た

と

い

わ
れ

て

い

る
。

な

お
、

秋
山
が

病
没
し

た

の

は

大
正

七
年
二

月
四

日
、

五
｝

歳
と

い

う

若
さ

で

あ
っ

た
9

二

　
南
洋
群
島
の

占
領

　
第
一

次
世
界
大
戦
開
戦
時
に

軍
務
局
長
で

あ
っ

た

秋
山
は
、

ド

イ

ツ

領
南
洋
群
島
の

獲

得
を
も

く

ろ

ん

で

強
く

参
戦
を
働
き
掛
け

た

と

い

わ

れ

て

い

る
。

秋
山
の

参
戦
へ

の

具
体

的
な
動
き

に

つ

い

て

は
不
明
で

あ

る

が
、

閣

議
が

参
戦
を
決
し

た

翌
八

日

に
、

元
老
の

山

県
有
朋
を
訪
問
し

た
杉
山
茂
丸
が
「

陸
海
軍

の

少
壮
有
力
者
は

勿
論

、

外
務
省
の

局
長
輩

を

も
勧
説
し

た
る

に
、

大
隈
首
相
は

大
い

に

彼
ら
の

説
に

賛
成
し

、

他
の

人
々

も
皆
な

熱

心
に

之
に

同
意
せ

る
の

み

な

ら

ず、

今
は

却
っ

て

自
か

ら

之
を
主
張
す
る

に

至
れ
り
」

と
記

し
て

い

る

が
、

こ

の

「

陸
海
軍
の

少
壮
有
力
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